
 

 

 

 

 

 鳥取県の皆様、元気ですかーっ！元気があれば何でもできる！ 

というわけで、上海での生活も 2 年目となりました。そして、前号の最後に「１学期の様子は次

号以降でお伝えします。」と書いてから、1年が経過してしまいました。大変申し訳ありません！ 

1年越しとなりましたが、上海日本人学校の１学期の様子はもちろん、主な学校行事など１年を通

しての様子も伝えさせていただこうと思います。（ちなみに、今年度も 1年生を担任しています。９

学級あって、何と 1年 9組の担任です！） 

 

★1学期 

・1年生を迎える会 

 初めて全校児童が集まりました。

約 1500人が一堂に会しての会は、

とても迫力がありました。2年生か

ら6年生まで各学年が趣向を凝らし

た出し物で新入生に歓迎の意を伝えていました。各学年の出し物に大満足の１年生。最後は、1年生

からも歌のプレゼントをしました。 

・学校探検 

 虹橋校の校舎は、南北校舎と東校舎の２つの校舎があります。南北

校舎（３階建て）には１年生から３年生、東校舎（5階建て）には 4

年生から6年生の教室があります。各校舎には普通教室だけでなく、

それぞれ体育館や図書室などたくさんの特別教室があったり、至る所

に階段やトイレがあったり、初めて通う 1 年生にとっては学校全体

が迷路のようなものです。２年生に案内してもらいながら興味津々で

学校を探検した１年生でした。（しかし、毎日５階まで通う６年生は

すごい！） 

・水泳学習 

 虹橋校のプール（屋内プール）は、中国人スタッフによって

管理され、年間を通して入ることができます。６学年で約５０

学級あるので同じ時期にプールを使用するのは困難なため、５

月から１１月にかけて各学年が使用します。どの学年も全５回

（１０単位時間）しかないのが少し残念ですが、子どもたちは

みんな水泳学習を楽しみにしています。また、水泳学習には毎

回、水泳ボランティアとして保護者の方も来てくださります。子どもたちは、プールを管理してくだ

さっている中国人スタッフや水泳ボランティアさんへ感謝しながら水泳学習をしています。 
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★2学期 

・運動会 

 あいにくの天候不順で徒競走

は実施できませんでしたが、赤白

の応援や各学年の表現種目など、

熱い運動会となりました。特に、表現種目はどの学年も迫

力があり、見応えがありました。６年生の組体操はさすが

と思わせる圧巻の演技でした。我らが１年生のかわいいダ

ンスも子どもたちが練習の成果を発揮し、大満足の演技で

した。余談ですが、混雑を避けるためパブリックビューイ

ングのように体育館でグランドの様子が見られるようにし

たり、教室を開放して授乳室としたりするなど、大規模校

ならではの取り組みも行っています。 

・学習発表会 

 運動会と並んで大きな行事の一

つである学習発表会。虹橋校では、

学年ごとに日にちを分けて実施さ

れます。１年生は、体育館での音楽

発表、教室での生活科フェスティバ

ルという２部構成で行いました。 

・チャレンジタイム 

 虹橋校では、年に 1 回、各学年でチャレンジタ

イムという時間を設定しています。チャレンジタ

イムとは、中国の素晴らしい文化に触れ、体験し

ようという時間のことです。1 年生のチャレンジ

タイムでは、中国影絵の鑑賞＆体験をしました。

鑑賞では、「登竜門」「うさぎと亀」のお話を鑑賞

しました。スクリーンに映し出される影絵を真剣に見つめる子どもたち。影絵の動きに見とれて、２

つのお話の上演はあっという間に感じられました。体験タイムでは、実際の影絵に使う人形に触れる

ことができるとあって、子どもたちは大喜び。好みの人形を手に取り、思い思いに人形を動かして影

絵を楽しんでいました。（このチャレンジタイム、事前の計画・準備から当日の段取り・進行まで、

全て保護者で構成される学級委員さんの手によって行われます。） 

★3学期 

・6年生を送る会 

 虹橋校の卒業式は、収容人数の関係で卒業生と５年生しか出席で

きず、１年生から４年生までは当日お休みです。というわけで、全

校で６年生に感謝の思いを伝えられる最後の機会となるのが「６年

生を送る会」です。各学年がこれまでの感謝の気持ちを心を込めて

伝えました。１年生は学年の出し物の最後を任され、可愛くも真剣

に気持ちを伝えることができました。 

 主な行事を中心に紹介させていただきました。日本とそんなに変わらないですね。ただ、伝えられていない

こともたくさんあります。今度は、日本人学校ならではのことも紹介できたらと思います。お楽しみに！ 


